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１．調査概要 

調査の概要は、以下のとおりである。 

1)調 査 件 名：廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する 

各種調査等業務地盤調査 

2)調 査 地：広島県廿日市市大野 1328 (図-1.1｢調査地案内図｣参照) 

3)現場調査期間：令和元年 7 月 1 日～令和元年 7 月 3 日 

4)調 査 目 的：廿日市市筏津地区公共施設再編事業に伴い、はつかいち大野市民図

書館敷地の地盤構成および土性を把握し、新築が計画されている体

育館の設計･施工の基礎資料を得ることを目的とする。 

5)発 注 者：株式会社 長大 

6)調 査 担 当：株式会社 東京ソイルリサーチ 広島支店 

7)調 査 内 容：調査内容および数量の詳細は、表-1.1 に示すとおりであるが、以下

にその概要を示す。 

                       ・機械ボーリング                     1 箇所  延 20.00ｍ 

                       ・標準貫入試験                      1 箇所  計 20 回 

                       ・孔内水平載荷試験                   1 箇所  計  1 点 

                       ・乱した試料採取                     1 箇所  計  1 試料 

                       ・室内土質試験                       1 箇所  計 16 試料 

                       ・土壌分析                           1 箇所  計  1 試料 

8)適 用 基 準：本調査は、以下の基準および指針に従って実施した。 

・本業名委託業務仕様書 

・労働安全衛生法、労働基準法、消防法 

・日本工業規格(ＪＩＳ) 

・敷地調査共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修） 

・建築基礎構造設計指針 2001 年版（日本建築学会） 

・ボーリング柱状図作成要領(案) 

・地盤調査の方法と解説(地盤工学会) 

・土質試験の方法と解説(地盤工学会) 
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9)成 果 品：成果品は次のとおりである。 

・報告書(A4 版)                              ２部 

・電子成果(CD-R 版)                          １部 

・土質標本                                   １式 
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     N 

            0       0.5       1.0km                                   ○：調査地 
                                          [出典]1:25,000 地形図幅｢ 厳島 ｣国土地理院発行 

      縮尺 1：25,000        図-1.1 調査地案内図 
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表-1.1  調査数量表 

調査番号(Bor.No.) No.1 

孔口標高(T.P.基準) +7.82m 

総掘進長 (ｍ) 20.00 

掘進内訳 

(m) 

φ66mm 

粘 性 土  1.05 

砂 質 土 13.95 

礫 質 土  1.30 

軟    岩  3.70 

標準貫入 

試験 

(回) 

Ｎ＜50 16 

Ｎ≧50  4 

合  計 20 

孔内水平載荷試験    (点)  1 

乱した試料採取      (試料)  1 

室内土質 

試験 

(試料) 

土粒子の密度 16 

土の含水比 16 

土の 

粒度 

ふるい分析 16 

沈降分析 16 

土壌分析 

(試料) 
重金属 
(第 2種) 

含有量試験  1 

溶出量試験  1 

 

 

  

5



 

２．調査方法 

2.1  調査ボーリング 

調査位置は、図-1.2 の｢調査位置図｣に示す１箇所とした。 

調査地点の求点は、既設体育館建屋を基準として、オフセット測量を行って求めた。

調査地点の標高は、最寄りの標高の既知な測量鋲(S.6:T.P.+5.262m)よりレベル測量を行

って T.P.で求めた。 

掘削は図-2.1.1 に示すロータリー式オイルフィード型ボーリング機械を１台使用し

て行った。削孔径はφ66mm とし、標準貫入試験を併用して掘進した。 

掘進に際しては、孔壁が崩壊しやすい部分については、ケーシングパイプを立て込む、

またはボーリング用泥水を循環して、孔壁保護に努めた。また、自然水位を確認するま

では無水掘りによる掘削とした。また、調査終了後は土砂による埋戻しを行い、現況復

旧している。 

 

 

 

 

  

図-2.1.1  ボーリング機械構造図(ロータリー式オイルフィード型) 
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2.2  標準貫入試験 

試験は、図-2.2.1 に示す装置を使用して、JIS A 1219 に準拠して行なった。ハンマー

(モンケン)の落下は、｢半自動落下装置｣を用いた自由落下とし、孔内水平載荷試験深度

を除いて、１ｍ毎に実施した。 

試験は、所定の予備打ち(15cm)を行った後、貫入量 10cm 毎の打撃回数を記録しながら

累計 30cm 貫入時の総打撃回数(Ｎ値)を測定した。ただし、打撃回数は 60回を限度とし、

60 回を打撃した場合には、その時の貫入量を測定して終了した。 

試験時に採取された試料は、含水量が変化しないよう、ビニール袋に密閉して保存し、

一部を土質試験に供した。また、各層毎に代表試料を抽出し、土質標本を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.1  標準貫入試験装置図 

図Ａ 標準貫入試験装置概略図 

ドライブハンマー 

図Ｂ ドライブハンマーの例 

図Ｃ 標準貫入試験用サンプラー 
図 D 半自動落下装置の例 
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2.3  孔内水平載荷試験 

孔内水平載荷試験は、地盤の水平挙動(変形係数Ｅ，基準水平地盤反力係数 Kh0)を把握

するために実施した。 

試験は、図-2.3.1 に示す｢ＬＬＴ(Ｍ型)｣試験器を使用し、ボ－リング孔内に挿入した

測定管(ゾンデ)に水を注入して孔壁面を加圧し、そのときの孔壁面の変位(測定管の体積

変化)を測定する｢圧力－時間制御法｣とした。 

デ－タの整理は、図-2.3.2 に示される Pe－ｒ曲線の疑似弾性領域から変形係数Ｅを求

めた。 

 

図-2.3.1  孔内水平載荷試験(ＬＬＴ)装置図 
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2.4  室内土質試験 

室内土質試験は、標準貫入試験時に採取した乱した試料を用いて、下記の試験を実施

した。 

試験方法は、JIS 規格および｢土質試験の方法と解説(地盤工学会:JGS 基準)｣に従って

行った。 

 

(1)物理試験 

・土粒子の密度試験：       JIS A 1202 

・土の含水比試験：         JIS A 1203 

・土の粒度試験：           JIS A 1204 
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2.5  表層土の土壌分析 

土壌分析試料の採取は、図-1.2｢調査位置図｣に示すボーリング No.1 地点にて実施した。 

分析は、表-2.5.1 に示す 10 項目(第二種特定有害物質 10 項目)について実施した。 

試料は、ボーリング調査に先立つ試掘調査時に、深度 1ｍ以浅の表層土壌を採取した。 

 

表-2.6.1  土壌分析項目一覧表 

分    類 

指 定 基 準 

土壌溶出量基準 

(mg/l) 

土壌含有量基準 

(mg/kg) 

(

重
金
属
等)

 

第
二
種
特
定
有
害
物
質 

カドミウム及びその化合物 0.01 以下 150 以下 

六価クロム化合物 0.05 以下 250 以下 

シアン化合物 検出されないこと 
(遊離シアン) 

50 以下 

水銀およびその化合物 0.0005 以下 15 以下 

アルキル水銀 検出されないこと ― 

セレン及びその化合物 0.01 以下 150 以下 

鉛及びその化合物 0.01 以下 150 以下 

砒素及びその化合物 0.01 以下 150 以下 

ふっ素及びその化合物 0.8 以下 4,000 以下 

ほう素及びその化合物 1 以下 4,000 以下 
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３．地形・地質概要 

調査地は、広島県廿日市市の南部、大野地区に位置しており、JR 山陽本線｢大野浦駅｣の

北東約 2km に当たる(図-1.1｢調査地案内図｣参照)。調査地の南側近傍には、｢永慶寺川｣が

南西方向に流下している。 

調査地周辺の地形は、調査地の南側近傍を南西方向に流下する｢永慶寺川｣によって形成

された標高 5～6ｍ程度の谷底低地であり、周辺には標高 50～250ｍの丘陵地や山地が広が

っている。 

調査地周辺の地質は、図-3.2 に示すように、中生代白亜紀に形成された広島型花崗岩類

が広く分布し、付近の基盤となっている。 

基盤岩の上位には、更新世(洪積世)や完新世(沖積世)の未固結層が堆積している。調査

地付近の未固結層は、砂質土や粘性土および礫質土を主体とする沖積層や、礫質土や砂質

土を主体とする洪積層が厚く分布するものと予想され、その層序は概ね表-3.1 に示すよう

にまとめられる。 

 

表-3.1  広島県の第四紀層の地質と地層区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出典]広島県地盤図 

中国地方基礎地盤研究会 発行 
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付近の基盤となる花崗岩類は、ケイ酸質に富むマグマが地下深部でゆっくり冷えて固ま

った火成岩の一種である。構成する鉱物は、石英、長石、黒雲母を主体とし、結晶化が進

んで粗粒な鉱物からなる等粒状組織を特徴とし、広島県下に広く分布している。 

花崗岩のような大規模に産する“底盤”状の火成岩は深成岩と呼ばれ、一般に、花崗岩

の下位には火成岩以外の堆積岩、あるいは堆積層などは存在しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、花崗岩は、後述するように、その上面は起伏を有し、傾斜を伴うことが予想され

るため、支持層とする場合には注意が必要である。一方、土砂状を呈する強風化部中に、

非常に硬質な未風化岩塊を転石状に残留することも多く、掘削の際、あるいは杭施工時に

障害となる場合もあるため注意が必要である。 

また、節理で割られた岩塊は、図-3.3 に示すように、周辺より順次風化作用を受け、「マ

サ土」と呼ばれる砂質土状を呈する強風化部となっていることが多い。また、中心部に未

変質の核岩を残す場合もあり、掘削時には転石状に掘り出されることがある(写真-3.1)。 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2 火成岩の産状の模式図 

（出典：地盤調査ハンドブック） 

図-3.3 花崗岩の風化進行状況模式図 

（出典：土質基礎工学ライブラリー16－地盤工学会）

写真-3.1 花崗岩の風化形態（左：節理沿いの亀裂、右：玉ねぎ状風化） 
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以下、一般的な花崗岩の風化過程の特長を述べる。 

(ⅰ)新鮮な花崗岩で造岩鉱物の変質はない。節理はほとんどなく、あっても密着して

いて容易に剥離しない(写真-3.2 左)。 

(ⅱ)斜長石,黒雲母は多少風化し、褐色を帯びる。節理は時として鉄さび色を呈する

が、多くは密着していて粘土鉱物などの二次的鉱物は含まない(写真-3.3 右)。 

(ⅲ)長石は白濁化し、黒雲母は赤褐色を帯びる。風化は特に節理に沿って進行し、暗

褐色の二次的な粘土鉱物が節理面上に見られる(写真-3.1 左)。 

(ⅳ)長石は指先で簡単に粉砕でき、全体として褐色を呈する。ハンマーの打撃で容易

に粉砕できるが、一部には硬い部分を残す(写真-3.2 中央,写真-3.3 中央)。 

(ⅴ)全体が一様に風化し、マサ土となる。斜長石,黒雲母は完全に粘土化し、石英の

細粒化がみられる。風化の進行によっては花崗岩の組織は完全に壊される(写真

3.2 右,写真-3.3 左)。 

 

 

 

 

 

 

写真-3.2 花崗岩の岩質別風化形態（左：硬岩状、中：軟岩状、右：土砂状＜ガリ浸食＞） 

 

 

写真-3.3 露頭で見られる花崗岩の風化程度の違い 
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｢日本の活断層(東大出版会)｣から抜粋した、調査地周辺の活断層分布図を図-3.4 に示す。

これによれば、調査地の南西約 7km に確実度Ⅰにランクされている｢小方-小瀬断層｣や、北

東約 7km に確実度Ⅱの｢五日市断層｣、および南東 7km の｢安芸灘断層群｣が認められるが、

調査地近傍では活断層は存在しないとされている。 
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図-3.4  調査地周辺の活断層分布図 

[出典]日本の活断層(東大出版会) 

調 査 地 

※断層分布図に表示する番号は、表中の｢断層番号｣に対応している。 
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４．調査結果 

4.1  地層構成 

調査ボ－リングは、図-1.2｢調査位置図｣に示す１箇所で実施した。調査結果は、付図-

１｢ボーリング柱状図｣に示すとおりである。また、調査結果より作成した｢簡略断面図｣

を図-4.1.1 に示した。 

調査地の地盤は、図-4.1.1 に示す地層構成であり、上位から砂質土を主体とする盛土

層(Ｂ)、砂質土よりなる旧表土層(Ｆ)、砂質土(As1･As2),粘性土(Ac),礫質土(Ag)よりな

る沖積層、および花崗岩(Gr)よりなる中生代白亜紀後期の基盤岩が分布している。 
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調査地の簡略断面図
4.1.1

SCALE=1:150
※断面図標尺の標高は、近傍の基準点(DL+5.147m)を基準とした。

地質時代 地 層 名 記号

盛 土 層 Ｂ

As1

旧表土層

地質層序表

第1砂質土層

Ｆ

土質・岩相 Ｎ値

礫混じり細砂～粗砂 6～20

3

玉石混じり中砂 2～4

Ac新生代第四紀

完新世

現  世

6

粘土質細砂

盛 土 層
(Ｂ)

深度15.00m

風化花崗岩
(W-Gr)

深度16.30m

深度4.60m

深度2.70m

深度9.05m

深度8.00m

沖積砂礫層
(Ag)

旧表土層
(Ｆ)

沖積第1砂質土層
(As1)

沖積粘性土層
(Ac)

沖積第2砂質土層
(As2)

As2 16～27

Ag 18

W-Gr
中生代

白亜紀後期
風化花崗岩

細砂～粗砂状,礫状

ＤH～ＣL級(軟岩Ⅰ)
60以上

粘性土層

第2砂質土層

砂 礫 層

沖

積

層

砂質粘土

礫混じり粗砂

砂   礫
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以下に各地層について述べる。 

１）盛土層(Ｂ) 

本層は、敷地造成時の盛土であり、深度 2.7ｍ以浅に分布している。 

土質は、マサ土起源の粒径の不均一な中砂よりなり、φ5～50mm の礫や玉石状のコ

ンクリート片を伴う。含水量は乏しい状態にある。色調は茶褐色を呈する。 

Ｎ値は 1.9(2 回/32cm)～3.5(4 回/35cm)で、｢非常に緩い｣状態を示している。 

 

２）旧表土層(Ｆ) 

本層は、敷地造成前の表土や耕作土と推定され、深度 2.7～4.6ｍ間に、層厚 1.9ｍ

で分布している。 

土質は、粒径の不均一な細砂よりなり、粘土を全体に含有するほか、φ20mm 以下の

礫や植物根を伴う。含水量は少量程度伴うが、孔内水位付近以深は多い状態を呈する。

色調は暗茶色を呈する。 

Ｎ値は 2.6(3 回/34cm)で、｢非常に緩い｣状態を示している。 

 

３）沖積層 

調査地に分布する沖積層は、上位より第 1砂質土層(As1)、粘性土層(Ac)、第 2 砂質

土層(As2)、および砂礫層(Ag)の４層に区分される。 

①第 1砂質土層(As1) 

本層は、深度 4.6～8.0ｍ間に、層厚 3.4ｍで分布している。 

土質は、粒径の不均一な細砂～粗砂よりなり、φ5～40mm の礫を混入する。含水量

は全体に多い状態にある。色調は茶褐～褐灰色を主体としている。 

Ｎ値は 6～20 で、｢緩い｣～｢中位｣の状態を示しており、深度方向に漸増する傾向が

認められる。 

 

②粘性土層(Ac) 

本層は、深度 8.0～9.1ｍ間に、層厚 1.1ｍで分布している。 

土質は、強い粘着性を伴う粘土よりなり、細砂を混入するほか、φ20mm 以下の礫

をごく少量伴う。色調は青灰色を呈する。 

Ｎ値は 6 で、｢中位｣の土性を示している。 
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③第 2砂質土層(Ds2) 

本層は、深度 9.1～15.0ｍ間に、層厚 6.0ｍで分布している。 

土質は、粒径の不均一な粗砂を主体としており、φ5～30mm の礫を混入する。含水

量は比較的多い状態にある。色調は褐灰～茶褐色を呈する。 

Ｎ値は 16～27 で、｢中位｣の状態を示している。 

 

④砂礫層(Ag) 

本層は、深度 15.0～16.3ｍ間に、層厚 1.3ｍで分布している。 

土質は、φ5～40mm 角礫～亜角礫を主体とする砂礫よりなる。マトリックスは粗砂

を主体としており、含水量は比較的多い状態を呈する。色調は茶褐色を呈する。 

Ｎ値は 18で、｢中位｣の状態を示している。 

 

４）風化花崗岩(W-Gr) 

調査地に分布する基盤岩は、花崗岩より構成され、深度 16.3ｍ以深に分布している。 

岩相は、風化の進行により軟質化した花崗岩よりなり、試料は細砂～中砂状に砕け

る。下部の深度 18.3ｍ以深は全体に硬質となり、粗砂～礫状に砕かれて採取される。

色調は褐灰色を主体としている。 

Ｎ値は 60以上で、砂質土としてみれば、｢非常に締まった｣状態を示している。また、

表-4.1.2 に示す｢花崗岩の風化分類基準｣によれば、本岩はＤH～ＣL級の軟岩Ⅰ状岩盤

に区分される。 
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4.2  地下水位 

調査ボーリング時の孔内水位は、下表のとおりである。 

 

表-4.2.1  孔内水位測定結果一覧表 

調査番号 測定日 
孔内水位 

備    考 
深度(ｍ) T.P.(ｍ) 

No.1 2019/7/1 3.75 +4.07 
無水掘り水位 

(自由地下水位) 

 

表-4.2.2 に示す水位は、無水掘りによって確認したものであり、旧表土層(Ｆ)中に帯

水する自由地下水(図-4.2.1 参照)の水頭を示しているものと推定される。 

ただし、この水位は、季節･気候の変化によって変化することが予想されるため、詳細

な水位変動のデータが必要となる場合には、試掘あるいは水位観測孔を設けて水位観測

することが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.2.1  自由地下水と被圧地下水 
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4.3  孔内水平載荷試験 

地盤の水平挙動(変形係数Ｅ，基準水平地盤反力係数ｋh0)を把握するために孔内水平

載荷試験(ＬＬＴ法)を深度 4.0ｍの旧表土層(Ｆ)を対象に実施した。その結果は、付図-

３｢孔内水平載荷試験結果諸図表」に示している。 

ＬＬＴ法による試験結果から、前出の図-2.3.2 に示すような Pe-r 曲線の疑似弾性領

域における変形係数Ｅを求めた。 

孔内水平載荷試験により得られた変形係数および各特性値を表-4.3.1 に示す。 

 

表-4.3.1 孔内水平載荷試験結果一覧表 

調査番号 

No. 

試験深度 

(ｍ) 

試験対象土層 試験結果値(kＮ/ｍ2) 

記号 土  質 Ｎ値 変形係数 E 初期圧力 Po 降伏圧力 Py

１ 4.0 Ｆ 粘土質細砂 2.6 1900 33.0 74.0 

 

変形係数とＮ値の相関図を図-4.3.1 に示す。同図によれば、孔内水平載荷試験による

変形係数ＥとＮ値(Ｎ)には、Ｅ＝670Ｎ0.986(kN/ｍ2)の相関式があるものとされている。 

同図に今回調査の変形係数Ｅと付近のＮ値を示してみると、旧表土層(Ｆ)で得られた

変形係数Ｅは、Ｅ＝740Ｎ0.986(kN/ｍ2)を示し、相関式の値よりも若干大きな値を示して

いる。 
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図-4.3.1  孔内載荷試験より得られた変形係数とＮ値との関係 

[出典]地盤調査の方法と解説(地盤工学会) 

 

 

○：今回試験結果 
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4.4  室内土質試験 

室内土質試験は、土の分類と粒度特性を把握する目的で、標準貫入試験時に採取した

乱した試料を用いて行った。試験に供した試料は、盛土層(Ｂ)2 試料、旧表土層(Ｆ)1

試料、沖積第 1 砂質土層(As)4 試料、沖積粘性土層(Ac)1 試料、沖積第 2砂質土層(As2)6

試料、および沖積砂礫層(Ag)2 試料の計 16 試料とした。 

試験結果は、付図-３｢室内土質試験結果諸図表｣に示すとおりであり、その一覧を表

-4.4.1 に示した。また、試験結果から作成した｢土性図｣を図-4.4.1 に示している。 

 

 

 

 

26



旧
表

土
層

(
Ｆ

)
沖

積
粘

性
土

層
(
A
c
)

1
-
P
1

1
-
P
2

1
-
P
3

1
-
P
4

1
-
P
5

1
-
P
6

1
-
P
7

1
-
P
8

1
-
P
9

1
-
P
1
0

1
-
P
1
1

1
-
P
1
2

1
-
P
1
3

1
-
P
1
4

1
-
P
1
5

1
-
P
1
6

1
.
1
5
～

1
.
4
7
m

2
.
1
5
～

2
.
4
9
m

3
.
1
5
～

3
.
4
9
m

4
.
6
5
～

4
.
9
5
m

5
.
1
5
～

5
.
4
5
m

6
.
1
5
～

6
.
4
5
m

7
.
1
5
～

7
.
4
5
m

8
.
1
5
～

8
.
4
5
m

9
.
1
5
～

9
.
4
5
m

1
0
.
1
5
～
1
0
.
4
5
m
1
1
.
1
5
～

1
1
.
4
5
m
1
2
.
1
5
～

1
2
.
4
5
m
1
3
.
1
5
～

1
3
.
4
5
m
1
4
.
1
5
～

1
4
.
4
5
m
1
5
.
1
5
～

1
5
.
4
5
m
1
6
.
1
5
～

1
6
.
3
0
m

2
.
6
5
0

2
.
6
5
6

2
.
6
1
2

2
.
6
2
7

2
.
6
1
5

2
.
6
3
3

2
.
6
3
8

2
.
6
0
6

2
.
6
2
3

2
.
6
4
1

2
.
6
2
8

2
.
6
2
6

2
.
6
1
2

2
.
6
2
8

2
.
6
2
9

2
.
6
0
9

8
.
5

1
2
.
2

2
1
.
4

2
3
.
5

1
4
.
3

1
1
.
7

1
8
.
0

2
2
.
9

1
4
.
1

1
2
.
1

1
1
.
2

1
0
.
0

1
2
.
2

1
3
.
8

1
1
.
8

1
3
.
2

2
8
.
7

2
6
.
7

2
8
.
6

4
7
.
7

4
9
.
8

5
9
.
3

2
0
.
5

3
.
8

3
3
.
7

4
6
.
1

3
7
.
5

4
2
.
2

3
7
.
4

3
7
.
5

5
2
.
9

3
9
.
9

5
7
.
8

5
9
.
1

3
8
.
3

4
0
.
9

4
2
.
5

3
4
.
3

6
2
.
3

2
2
.
4

5
5
.
8

4
6
.
6

4
6
.
6

4
8
.
3

5
2
.
3

5
3
.
2

3
9
.
9

4
7
.
9

8
.
8

9
.
4

2
3
.
3

7
.
7

5
.
0

4
.
6

1
3
.
1

4
8
.
5

6
.
4

5
.
1

1
1
.
2

6
.
5

6
.
3

6
.
2

5
.
2

8
.
3

4
.
7

4
.
8

9
.
8

3
.
7

2
.
7

1
.
8

4
.
1

2
5
.
3

4
.
1

2
.
2

4
.
7

3
.
0

4
.
0

3
.
1

2
.
0

3
.
9

1
.
2
5
3
3

1
.
2
0
9
0

0
.
7
0
1
4

2
.
6
8
7
4

2
.
7
6
4
7

4
.
5
6
2
0

0
.
7
1
1
8

0
.
0
3
8
0

1
.
5
3
2
2

2
.
5
0
9
9

1
.
7
7
4
4

2
.
1
6
9
3

1
.
7
9
0
5

1
.
8
5
4
6

3
.
2
4
8
8

1
.
9
9
3
6

0
.
8
1
6
0

0
.
8
0
3
7

0
.
2
7
0
1

1
.
8
4
2
1

1
.
9
8
5
9

2
.
9
4
8
3

0
.
4
2
3
2

0
.
0
2
4
2

0
.
9
8
2
6

1
.
7
2
8
2

1
.
0
7
5
9

1
.
4
9
0
5

1
.
1
1
8
3

1
.
3
2
2
5

2
.
2
6
1
6

1
.
3
7
5
9

0
.
0
3
6
9

0
.
0
3
2
8

0
.
0
0
5
3

0
.
0
6
0
7

0
.
1
2
5
5

0
.
1
7
8
4

0
.
0
2
8
4

―
0
.
0
6
8
3

1
.
1
4
1
1

0
.
0
2
6
8

0
.
0
8
5
2

0
.
0
7
0
6

0
.
0
8
7
1

0
.
1
5
0
1

0
.
0
4
9
9

3
3
.
9
6

3
6
.
8
6

1
3
2
.
3
4

4
4
.
2
7

2
2
.
0
3

2
5
.
5
7

2
5
.
0
6

―
2
2
.
4
3

1
7
.
7
9

6
6
.
2
1

2
5
.
4
6

2
5
.
3
6

2
1
.
2
9

2
1
.
6
4

3
9
.
9
5

2
.
0
3

2
.
4
4

0
.
8
6

3
.
3
5

1
.
4
3

1
.
5
9

1
.
5
6

―
1
.
5
3

1
.
4
3

2
.
2
7

1
.
7
7

1
.
3
0

2
.
0
4

1
.
3
8

2
.
2
9

細
粒

分
ま

じ
り

礫
質

砂
細

粒
分

ま
じ

り
礫

質
砂

細
粒

分
質

礫
質

砂
細

粒
分

ま
じ

り
砂

質
礫

細
粒

分
ま

じ
り

砂
質

礫
細

粒
分

ま
じ

り
砂

質
礫

細
粒

分
質

礫
質

砂
砂

質
細

粒
土

細
粒

分
ま

じ
り

礫
質

砂
細

粒
分
ま

じ
り

礫
質
砂

細
粒

分
質

礫
質

砂
細

粒
分

ま
じ

り
礫

質
砂

細
粒

分
ま

じ
り

礫
質

砂
細

粒
分

ま
じ

り
礫

質
砂

細
粒

分
ま

じ
り

砂
質

礫
細

粒
分

ま
じ

り
礫

質
砂

Ｓ
Ｇ

-
Ｆ

Ｓ
Ｇ

-
Ｆ

Ｓ
Ｆ

Ｇ
Ｇ

Ｓ
-
Ｆ

Ｇ
Ｓ

-
Ｆ

Ｇ
Ｓ

-
Ｆ

Ｓ
Ｆ

Ｇ
Ｆ

Ｓ
Ｓ

Ｇ
-
Ｆ

Ｓ
Ｇ

-
Ｆ

Ｓ
Ｆ

Ｇ
Ｓ

Ｇ
-
Ｆ

Ｓ
Ｇ

-
Ｆ

Ｓ
Ｇ

-
Ｆ

Ｇ
Ｓ

-
Ｆ

Ｓ
Ｇ

-
Ｆ

地
層

名
(
記

号
)

表
-
4
.
4
.
1
 
 
土

質
試

験
結

果
一

覧
表

一 般

シ
ル

ト
分

 
5
～

7
5
μ

m
 
 
 
(
％

)

粘
 
土

 
分

 
5
μ

m
未

満
 
 
 
(
％

)

試
料

番
号

1
0
％

粒
径

 
 
Ｄ

1
0
 
 
 
 
 
 
(
m
m
)

分 類
分

 
類

 
名

分
類

記
号

粒 度

均
等

係
数

 
 
Ｕ

c

曲
率

係
数

 
 
Ｕ

c
'

6
0
％

粒
径

 
 
Ｄ

6
0
 
 
 
 
 
 
(
m
m
)

沖
積

砂
礫

層
(
A
g
)

5
0
％

粒
径

 
 
Ｄ

5
0
 
 
 
 
 
 
(
m
m
)

礫
 
 
 
 
分

 
2
～

7
5
m
m
 
 
 
 
(
％

)

砂
 
 
 
 
分

 
7
5
μ

m
～

2
m
m
 
(
％

)

盛
 
土

 
層

(
Ｂ

)
沖

積
第

1
砂

質
土

層
(
A
s
1
)

沖
積

第
2
砂

質
土

層
(
A
s
2
)

自
然

含
水

比
 
W
n
 
 
 
 
 
 
 
(
％

)

土
粒

子
の

密
度

ρ
s
 
 
(
g
/
c
m
3
)

(
採

取
深

度
)

27



2.70

4.60

7.10

8.00

9.05

15.00

16.30

18.30

20.02

3.75

7/1

無
水
掘
り
水
位

盛 　 土
玉石混じり中砂

表 　 土
粘土質細砂

礫混じり粗砂

礫混じり細砂

砂質粘土

礫混じり粗砂

砂 　 礫

風化花崗岩

風化花崗岩

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

10 20 30 40 50

20 40 60 80 20 40 60 80 100 0.2 0.4 0.6 0.8

1.0 1.5 2.0 2.5

10 20 30 40 50 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

10 20 30 40 50

10 20 30 40 50

10 20 30 40 50

調査件名 廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査 ボーリング No. N o . 1 標 高 +7.82m 整理担当者 山 本 浩樹 整理年月日 2 0 1 9 年  7 月 2 4 日

土 性 図

深

さ

ｍ

孔

内

水

位

土

質

記

号

土

質

名

試

料

番

号

粒 度 組 成 ％

礫砂シルト粘土

● 液 性 限 界 ωL ％

○ 塑 性 限 界 ωP ％

× 自 然 含 水 比 ωn ％

● 湿 潤 密 度 ρt g/cm3

○ 土粒子の密度 ρs g/cm3

× 間 隙 比 ｅ

● Ｎ 値

○ 一 軸 圧 縮 強 さ ｑu kN/m2

△ 圧 密 降 伏 応 力 Ｐc kN/m2

▲ 圧 縮 指 数 Ｃc

● 内 部 摩 擦 角 φ 度

○ 粘 着 力 Ｃ kN/m2

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
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図-4.4.1



 

以下、各層毎に試験結果について説明する。 

①盛土層(Ｂ) 

盛土層(Ｂ)の粒度構成は、礫分 27～29％，砂分 58～59％，シルト分 9％，粘土分 5％

であり、表-4.4.2 に示す｢日本統一土質分類法｣によれば、｢細粒分まじり礫質砂(Ｓ

Ｇ-Ｆ)｣に分類される。 

粒径加積曲線は、図-4.4.2(1)の曲線群にて表される。均等係数Ｕc、および曲率係

数Ｕc’は、それぞれＵc＝34～37、Ｕc’＝2.0～2.4 であり、図-4.4.3 に示すように、

｢粒度分布の良い土(細かな粒から大きな粒まで幅広い粒径で構成されている)｣と評

価される。 

土粒子の密度(ρs)および自然含水比(Ｗn)は、それぞれρs＝2.65～2.66g/cm3，  

Ｗn＝9～12％を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2(1)  盛土層(Ｂ)の粒径加積曲線 
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②旧表土層(Ｆ) 

旧表土層(Ｆ)の粒度構成は、礫分 29％，砂分 38％，シルト分 23％，粘土分 10％で

あり、｢細粒分質礫質砂(ＳＦＧ)｣に分類される。 

粒径加積曲線は、図-4.4.2(2)の曲線にて表される。均等係数Ｕc、および曲率係数

Ｕc’は、それぞれＵc＝132、Ｕc’＝0.9 であり、｢粒度分布の悪い土(階段粒度)｣と評

価される。 

土粒子の密度(ρs)および自然含水比(Ｗn)は、それぞれρs＝2.61g/cm3，Ｗn＝21％

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2(2)  旧表土層(Ｆ)の粒径加積曲線 
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③沖積第 1砂質土層(As1) 

沖積第 1 砂質土層(As1)の粒度構成は、礫分 21～59％，砂分 34～62％，シルト分 5

～13％，粘土分 2～4％であり、｢細粒分質礫質砂(ＳＦＧ)｣および｢細粒分まじり砂質

礫(ＧＳ-Ｆ)｣に分類される。 

粒径加積曲線は、図-4.4.2(3)の曲線群にて表される。均等係数Ｕc、および曲率係

数Ｕc’は、それぞれＵc＝22～44、Ｕc’＝1.4～3.3 であり、｢粒度分布の良い土｣と評

価される。 

土粒子の密度(ρs)および自然含水比(Ｗn)は、それぞれρs＝2.62～2.64g/cm3，  

Ｗn＝12～24％を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2(3)  沖積第 1砂質土層(As1)の粒径加積曲線 
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④沖積粘性土層(Ac) 

沖積粘性土層(Ac)の粒度構成は、礫分 4％，砂分 22％，シルト分 49％，粘土分 25％

であり、｢砂質細粒土(ＦＳ)｣に分類される。粒径加積曲線は、図-4.4.2(4)の曲線に

て表される。 

土粒子の密度(ρs)および自然含水比(Ｗn)は、それぞれρs＝2.61g/cm3，Ｗn＝23％

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2(4)  沖積粘性土層(Ac)の粒径加積曲線 
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⑤沖積第 2砂質土層(As2) 

沖積第 2 砂質土層(As2)の粒度構成は、礫分 34～46％，砂分 47～56％，シルト分 5

～11％，粘土分 2～5％であり、｢細粒分質礫質砂(ＳＦＧ)｣および｢細粒分まじり礫質

砂(ＳＧ-Ｆ)｣に分類される。 

粒径加積曲線は、図-4.4.2(5)の曲線群にて表される。均等係数Ｕc、および曲率係

数Ｕc’は、それぞれＵc＝18～66、Ｕc’＝1.3～2.2 であり、｢粒度分布の良い土｣と評

価される。 

土粒子の密度(ρs)および自然含水比(Ｗn)は、それぞれρs＝2.61～2.64g/cm3，  

Ｗn＝10～14％を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2(5)  沖積第 2砂質土層(As2)の粒径加積曲線 
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⑥沖積砂礫層(Ag) 

沖積砂礫層(Ag)の粒度構成は、礫分 40～53％，砂分 40～48％，シルト分 5～8％，

粘土分 2～4％であり、｢細粒分まじり礫質砂(ＳＧ-Ｆ)｣～｢細粒分まじり砂質礫(ＧＳ

-Ｆ)｣に分類される。 

粒径加積曲線は、図-4.4.2(6)の曲線群にて表される。均等係数Ｕc、および曲率係

数Ｕc’は、それぞれＵc＝22～40、Ｕc’＝1.4～2.3 であり、｢粒度分布の良い土｣と評

価される。 

土粒子の密度(ρs)および自然含水比(Ｗn)は、それぞれρs＝2.61～2.63g/cm3，  

Ｗn＝12～13％を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2(6)  沖積砂礫層(Ag)の粒径加積曲線 
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4.5  表層土の土壌分析 

土壌分析は、図-1.2｢調査位置図｣に示すボーリング No.1 地点の表層土壌を対象に実施

した。 

分析は、第二種特定有害物質の 10項目について実施した。 

ボーリング調査地点の表層土を対象に採取した試料の分析結果は、巻末の付図-４｢濃

度計量証明書｣に示すとおりである。それらをまとめたたものを表-4.5.1 に示している。

分析結果について、以下に解説する。 

 

第二種特定有害物質(重金属等) 

溶出量試験で、鉛とヒ素、およびふっ素の検出が認められるが、いずれも環境基準値

以下となっている。その他の項目、および含有量試験については定量下限値未満となっ

た。 
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５．考察 

5.1  地盤定数の提案 

本節では、調査地における地盤定数を提案する。調査地を構成する地層は以下の 12

層である。 

①盛土層(Ｂ) 

②旧表土層(Ｆ) 

③沖積第 1砂質土層(As1) 

④沖積粘性土層(Ac) 

⑤沖積第 2砂質土層(As2) 

⑥沖積砂礫層(Ag) 

⑦風化花崗岩(W-Gr) 

 

以下に、各地層毎に下に示す地盤定数を提案する。 

(1)平均Ｎ値(Ｎ) 

(2)単位体積重量(γ) 

(3)粘着力(ｃ) 

(4)内部摩擦角(せん断抵抗角:φ) 

(5)変形係数(Ｅ) 

 

各定数の算定方法を以下に示す。 

(1)平均Ｎ値(Ｎ) 

平均Ｎ値は、実測Ｎ値より求めるものとし、ばらつきを考慮して、次式で求めた。

実測Ｎ値のうち、層跨ぎのデータについては、検討から除外した。 

・設計用Ｎ値  Ｎ＝実測Ｎ値の平均値－1/2(標準偏差) 

 

(2)単位体積重量(γ) 

土砂部については、｢設計要領第一集(NEXCO)｣に示す値(表-5.1.1 参照)を用いた。

また、岩盤部については、目視による岩級区分から表-4.1.2 に示す値を使用した。 
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表-5.1.1  土質と地盤定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出典]設計要領第一集(NEXCO) 

 

(3)粘着力(ｃ) 

土砂部では、表-5.1.1 に示す値を参考とした。ただし、砂質土,礫質土については、

ｃ＝0kN/ｍ2とした。 

岩盤部の粘着力は表-5.1.2 に示すＮ値との関係式(設計要領第二集:NEXCO)を用い

て推定する。 

 

(4)内部摩擦角(φ) 

土砂部では、Ｎ値を用いて下式(大崎の式)にて推定した。ただし、粘性土について

はφ＝0°とした。 

)(       1520 ＋Ｎφ＝   ただし、φ≦40° 

岩盤部については、表-5.1.2 に示すＮ値との関係式を用いて推定する。 

  

39



 

表-5.1.2  Ｎ値と各岩盤のせん断強度の算定例 

 

 

 

 

 

 

[出典]設計要領第二集(NEXCO) 

 

(5)変形係数(Ｅ) 

Ｎ値を用いて図-5.1.1 に示す関係式(Ｅ＝670Ｎ0.986kN/ｍ2)より推定した。孔内水平

載荷試験を実施した地層については、試験結果の値を採用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1  Ｎ値と変形係数の関係(地盤調査の方法と解説) 
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以上の算定例を基に、調査地に分布する各地層の地盤定数をまとめたものを表-5.1.3

に示す。 

 

表-5.1.3  調査地の地盤定数 

地 層 名 
設計用 

Ｎ値 

単位体積 

重量 

(kN/ｍ3) 

粘着力 
(kN/ｍ2) 

せん断 

抵抗角 

(°) 

変形係数 

(MN/ｍ2) 

盛 土 層 
(Ｂ) 

2 18.6 0 22 1 

旧表土層 
(Ｆ) 

3 17.6 0 22 2(試験値) 

沖

積

層 

第 1砂質土層 
(As1) 

10 17.6 0 29 7 

粘 性 土 層 
(Ac) 

6 15.7 15 以下 0 4 

第 2 砂質土層 
(As2) 

19 17.6 0 35 12 

砂 礫 層 
(Ag) 

18 18.6 0 34 12 

風化花崗岩 
(W-Gr) 

316 21.6 100 42 196 
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提案理由は以下のとおりである。 

①盛土層(Ｂ) 

Ｎ値：Ｎ＝1.9～3.5(データ数 2)の平均Ｎ値＝2.7 

標準偏差が 1.1 となることから、Ｎ＝2.7－1/2(1.1)＝2.1 

γ：表-5.1.1 の｢盛土｣の｢砂質土｣として、γ＝1.9t/ｍ3＝18.6kN/ｍ3 

ｃ：砂質土であるため、ｃ＝0.0kN/ｍ2 

φ：φ＝ 20 � 2.1 � 15＝21.5° 

Ｅ：図-5.1.1 の相関式より、Ｅ＝670×2.10.986＝1392kN/ｍ2 

 

②旧表土層(Ｆ) 

Ｎ値：Ｎ＝2.6 

γ：表-5.1.1 の｢砂｣の｢密実でないもの｣として、γ＝1.8t/ｍ3＝17.6kN/ｍ3 

ｃ：砂質土であるため、ｃ＝0.0kN/ｍ2 

φ：φ＝ 20 � 2.6 � 15＝22.2° 

Ｅ：孔内水平載荷試験結果より、Ｅ＝1900kN/ｍ2 

 

②沖積第 1砂質土層(As1) 

Ｎ値：Ｎ＝6.0～20.0(データ数 4)の平均Ｎ値＝13.3 

標準偏差が 5.9 となることから、Ｎ＝13.3－1/2(5.9)＝10.3 

γ：表-5.1.1 の｢砂｣の｢密実でないもの｣として、γ＝1.8t/ｍ3＝17.6kN/ｍ3 

ｃ：砂質土であるため、ｃ＝0.0kN/ｍ2 

φ：φ＝ 20 � 10.3 � 15＝29.4° 

Ｅ：図-5.1.1 の相関式より、Ｅ＝670×10.30.986＝6679kN/ｍ2 

 

③沖積粘性土層(Ac) 

Ｎ値：Ｎ＝6.0 

γ：表-5.1.1 の｢粘性土｣の｢軟らかいもの｣として、γ＝1.6t/ｍ3＝15.7kN/ｍ3 

ｃ：表-5.1.1 の｢粘性土｣の｢軟らかいもの｣として、ｃ＝15kN/ｍ2以下 

φ：粘性土のため、φ＝0° 

Ｅ：図-5.1.1 の相関式より、Ｅ＝670×6.00.986＝3920kN/ｍ2 
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④沖積第 2砂質土層(As2) 

Ｎ値：Ｎ＝16.0～27.0(データ数 6)の平均Ｎ値＝21.5 

標準偏差が 4.4 となることから、Ｎ＝21.5－1/2(4.4)＝19.3 

γ：表-5.1.1 の｢砂｣の｢密実でないもの｣として、γ＝1.8t/ｍ3＝17.6kN/ｍ3 

ｃ：砂質土であるため、ｃ＝0.0kN/ｍ2 

φ：φ＝ 20 � 19.3 � 15＝34.6° 

Ｅ：図-5.1.1 の相関式より、Ｅ＝670×19.30.986＝12406kN/ｍ2 

 

⑤沖積砂礫層(Ag) 

Ｎ値：Ｎ＝18.0 

γ：表-5.1.1 の｢礫まじり砂｣の｢密実でないもの｣として、 

γ＝1.9t/ｍ3＝18.6kN/ｍ3 

ｃ：礫質土であるため、ｃ＝0.0kN/ｍ2 

φ：φ＝ 20 � 18.0 � 15＝34.0° 

Ｅ：図-5.1.1 の相関式より、Ｅ＝670×18.00.986＝11582kN/ｍ2 

 

⑥風化花崗岩(W-Gr) 

Ｎ値：Ｎ＝138.5～900.0(データ数 4)の平均Ｎ値＝484.6 

標準偏差が 336.5 となることから、Ｎ＝484.6－1/2(336.5)＝316.4 

γ：表-4.1.3 のＤH級岩盤として、γ＝2.2t/ｍ3＝21.6kN/ｍ3 

ｃ：表-5.1.2 の相関式より、ｃ＝15.2×316.40.327＝99.9kN/ｍ2 

φ：表-5.1.2 の相関式より、φ＝5.10×Log316.4＋29.3＝42.1° 

Ｅ：図-5.1.1 の相関式より、Ｅ＝670×316.40.986＝195573kN/ｍ2 
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5.2  地盤の液状化 

本節では参考までに、｢建築基礎構造設計指針(日本建築学会)｣に定める液状化検討法

により、液状化の危険度を検討する。 

同指針では、液状化判定を行う必要がある土層として、次の条件に該当することとし

ている。 

(1)一般に地表面から 20ｍ程度以浅の沖積層で、細粒分含有率が 35%以下の土とする。 

(2)埋立地盤など人口造成地盤では、細粒分含有率が 35%以上の低塑性シルト,液性限

界に近い含水比を持ったシルトなどが液状化した事例も報告されているので、粘

土分(0.005mm 以下の粒径を持つ土粒子)含有率が 10％以下，または塑性指数が 15

以下の埋立あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。 

(3)細粒土を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫は液状化の可能性が否定できな

いのでそのような場合にも液状化の検討を行う。 

 

１）液状化抵抗率(ＦL)による液状化判定 

液状化の判定は、液状化に対する抵抗率ＦLを次式で算出し、｢ＦLが 1.0 以下の土層

については液状化する｣とみなすものとする。 

 

 

 

 

 

地震のマグニチュードは、ＦL 法で一般的に用いられているＭ＝7.5 で検討した(ＦL

法では、Ｍ＝7.5 の地震を基準とし、等価繰り返し回数に関する補正係数によりＭの影

響を反映する手法とっているため)。繰返しせん断応力比の算定における地表面水平加

速度値αは、本来地盤応答の結果であり、地盤特性に大きく影響を受ける。そこで、指

針では、損傷限界検討用としてαmax＝150～200cm/s2，終局限界検討用としてαmax＝

350cm/s2程度を推奨している。αmax＝350cm/s2は、1995 兵庫県南部地震などの際、液状

化した地盤上で観測された最大値にほぼ対応している。 

 

 

比価な繰返しせん断応力：各深さに発生する等　　　　

抗比：飽和土層の液状化抵　　　　

率：液状化に対する抵抗ここに，

L

R

F

L
RF

L

L
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以上より、本検討では、地表面水平加速度値を損傷限界用の 150,200 cm/s2の 2 ケー

ス、終局限界用の 350,400 cm/s2の 2 ケースの計 4ケースで計算する。検討に用いる単

位体積重量は、表-5.1.1 および表-5.1.3 に示す値を参考に決定した。ただし、地下水

位以深では前述する単位体積重量より 9.8kN/ｍ3減じた値を用いている。 

液状化の検討方法は、図-5.2.1 および図-5.2.2 に示すとおりである。 
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液状化検討結果を以下に述べる。判定結果を整理したものを表-5.2.1 に示した。ま

た、判定結果の詳細を表-5.2.2(1)～(2)の｢地盤の液状化判定結果｣に示している。 

 

表-5.2.1  液状化判定結果一覧表 

検討深度 

(ｍ) 

対象土層 

(記号) 

地震条件(Ｍ＝7.5) 

αmax＝150cm/s2 αmax＝200cm/s2 αmax＝350cm/s2 αmax＝400cm/s2

ＦL値 判定 ＦL値 判定 ＦL値 判定 ＦL値 判定

1.31 
Fs 

対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 

2.32 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 

3.32 Ｆ 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 

4.80 

As1 

1.44 ○ 1.08 ○ 0.62 × 0.54 × 

5.30 1.64 ○ 1.23 ○ 0.70 × 0.62 × 

6.30 1.64 ○ 1.23 ○ 0.70 × 0.62 × 

7.30 5.52 ○ 4.14 ○ 2.37 ○ 2.07 ○ 

8.30 Ac 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 対象外 ○ 

9.30 

As2 

3.35 ○ 2.51 ○ 1.44 ○ 1.26 ○ 

10.30 1.45 ○ 1.09 ○ 0.62 × 0.54 × 

11.30 2.48 ○ 1.86 ○ 1.06 ○ 0.93 × 

12.30 5.96 ○ 4.47 ○ 2.56 ○ 2.24 ○ 

13.30 5.13 ○ 3.85 ○ 2.20 ○ 1.92 ○ 

14.30 2.44 ○ 1.83 ○ 1.04 ○ 0.91 × 

15.30 
Ag 

1.39 ○ 1.04 ○ 0.59 × 0.52 × 

16.23 2.34 ○ 1.76 ○ 1.00 × 0.88 × 

※ ○:液状化の可能性なし(ＦL＞1.0)，×:液状化の可能性あり(ＦL≦1.0) 

 

以上の結果より、損傷限界を示す地表面加速度(αmax＝150～200cm/s2)では、検討を

行った全ての試料で、ＦL＞1.0 または判定対象外を示し、液状化の可能性はほとんど無

いものと判断される。 

終局限界を示すαmax＝350cm/s2の地震動の場合、沖積砂質土層(As1･As2)および沖積

砂礫層(Ag)の一部の試料でＦL≦1.0 を示し、液状化の可能性があるものと判断される。 

終局限界を示すαmax＝400cm/s2の地震動の場合、沖積砂質土層(As1･As2)および沖積

砂礫層(Ag)のほとんどの試料でＦL≦1.0 を示し、一部はＦL＝0.5 程度を示すことから、

沖積砂質土層(As1･As2)および沖積砂礫層(Ag)全体が液状化する可能性が高くなるもの

と判断される。 
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表－    地盤の液状化判定結果

（建築基礎構造設計指針 2001 準拠）
廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査

上載荷重 = 0.0kPa 地下水位 G.L.- 3.75m 地震のマグニチュード M = 7.5 せん断ひずみ γ = 5.0％ 地表面水平加速度 αmax = 150 , 200 cm/s
2

5 5

10 10

15 15

20 20

深

度

ｍ

深

度

ｍ

ボーリング N o. No .1 土 層 条 件

下端深度

G.L.-

(ｍ)

湿潤単位体積重量

γt

(kN/m3)

飽和単位体積重量

γsat

(kN/m3)

計 算 条 件

計算深度

G.L.-

(ｍ)

Ｎ 値

細粒土含有率

Ｆc

(％)

粘土含有率

Ｃc

(％)

塑性指数

Ｉp

等 価 繰 返 し せ ん 断 応 力 比

全土被り圧

σz

(kPa)

有効土被り圧

σ'z

(kPa)

γd

τd / σ'z

液 状 化 抵 抗 比

換算Ｎ値係数

ＣN

換算Ｎ値

Ｎ1

補正Ｎ値増分

ΔＮf

補正Ｎ値

Ｎa

τl

σ'z

安全率

ＦL

αmax=150

cm/s2のとき

αmax=150

cm/s2のとき

αmax=200

cm/s2のとき

αmax=200

cm/s2のとき

2.70 18.6 18.6

4.60 17.6 17.6

7.10 17.6 17.6

8.00 17.6 17.6

9.05 15.7 15.7

15.00 17.6 17.6

16.30 18.6 18.6

18.30 20.6 20.6

20.02 21.6 21.6

1.31 1.9 13.5 4.7 24.4 24.4 0.980 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.10 判定対象外0.13 判定対象外

2.32 3.5 14.2 4.8 43.2 43.2 0.965 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.10 判定対象外0.13 判定対象外

3.32 2.6 33.1 9.8 61.2 61.2 0.950 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.09 判定対象外0.13 判定対象外

4.80 6.0 11.4 3.7 87.3 77.0 0.928 1.13 6.8 6.3 13.0 0.150.10 1.440.14 1.08

5.30 12.0 7.7 2.7 96.1 80.9 0.920 1.10 13.2 3.2 16.4 0.180.11 1.640.15 1.23

6.30 15.0 6.4 1.8 113.8 88.8 0.905 1.05 15.8 1.7 17.4 0.190.12 1.640.15 1.23

7.30 20.0 17.2 4.1 131.4 96.6 0.890 1.01 20.1 7.4 27.6 0.670.12 5.520.16 4.14

8.30 6.0 73.8 25.3 148.5 103.9 0.875 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.12 判定対象外0.17 判定対象外

9.30 20.0 10.5 4.1 164.6 110.2 0.861 0.94 18.9 6.1 25.0 0.430.13 3.350.17 2.51

10.30 16.0 7.3 2.2 182.3 118.1 0.846 0.91 14.6 2.8 17.3 0.190.13 1.450.17 1.09

11.30 18.0 15.9 4.7 199.9 125.9 0.831 0.88 15.9 7.2 23.1 0.330.13 2.480.17 1.86

12.30 27.0 9.5 3.0 217.6 133.8 0.816 0.86 23.1 5.4 28.5 0.790.13 5.960.18 4.47

13.30 26.0 10.3 4.0 235.2 141.6 0.800 0.83 21.6 6.1 27.7 0.680.13 5.130.18 3.85

14.30 22.0 9.3 3.1 252.8 149.4 0.785 0.81 17.8 5.2 23.0 0.320.13 2.440.18 1.83

15.30 18.0 7.2 2.0 270.8 157.6 0.770 0.79 14.2 2.6 16.8 0.180.13 1.390.18 1.04

16.23 21.0 12.2 3.9 288.1 165.8 0.757 0.77 16.1 6.4 22.6 0.310.13 2.340.17 1.76

▽

 深度1.0mまで試掘

○:αmax = 150cm/s
2

□:αmax = 200cm/s
2

0 10 20 30 40 50 60

Ｎ 値

0.5 1.0 1.5

安 全 率 　 F L
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表－    地盤の液状化判定結果

（建築基礎構造設計指針 2001 準拠）
廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査

上載荷重 = 0.0kPa 地下水位 G.L.- 3.75m 地震のマグニチュード M = 7.5 せん断ひずみ γ = 5.0％ 地表面水平加速度 αmax = 350 , 400 cm/s
2

5 5

10 10

15 15

20 20

深

度

ｍ

深

度

ｍ

ボーリング N o. No .1 土 層 条 件

下端深度

G.L.-

(ｍ)

湿潤単位体積重量

γt

(kN/m3)

飽和単位体積重量

γsat

(kN/m3)

計 算 条 件

計算深度

G.L.-

(ｍ)

Ｎ 値

細粒土含有率

Ｆc

(％)

粘土含有率

Ｃc

(％)

塑性指数

Ｉp

等 価 繰 返 し せ ん 断 応 力 比

全土被り圧

σz

(kPa)

有効土被り圧

σ'z

(kPa)

γd

τd / σ'z

液 状 化 抵 抗 比

換算Ｎ値係数

ＣN

換算Ｎ値

Ｎ1

補正Ｎ値増分

ΔＮf

補正Ｎ値

Ｎa

τl

σ'z

安全率

ＦL

αmax=350

cm/s2のとき

αmax=350

cm/s2のとき

αmax=400

cm/s2のとき

αmax=400

cm/s2のとき

2.70 18.6 18.6

4.60 17.6 17.6

7.10 17.6 17.6

8.00 17.6 17.6

9.05 15.7 15.7

15.00 17.6 17.6

16.30 18.6 18.6

18.30 20.6 20.6

20.02 21.6 21.6

1.31 1.9 13.5 4.7 24.4 24.4 0.980 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.23 判定対象外0.26 判定対象外

2.32 3.5 14.2 4.8 43.2 43.2 0.965 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.22 判定対象外0.26 判定対象外

3.32 2.6 33.1 9.8 61.2 61.2 0.950 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.22 判定対象外0.25 判定対象外

4.80 6.0 11.4 3.7 87.3 77.0 0.928 1.13 6.8 6.3 13.0 0.150.24 0.620.28 0.54

5.30 12.0 7.7 2.7 96.1 80.9 0.920 1.10 13.2 3.2 16.4 0.180.25 0.700.29 0.62

6.30 15.0 6.4 1.8 113.8 88.8 0.905 1.05 15.8 1.7 17.4 0.190.27 0.700.31 0.62

7.30 20.0 17.2 4.1 131.4 96.6 0.890 1.01 20.1 7.4 27.6 0.670.28 2.370.32 2.07

8.30 6.0 73.8 25.3 148.5 103.9 0.875 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外 判定対象外0.29 判定対象外0.33 判定対象外

9.30 20.0 10.5 4.1 164.6 110.2 0.861 0.94 18.9 6.1 25.0 0.430.30 1.440.34 1.26

10.30 16.0 7.3 2.2 182.3 118.1 0.846 0.91 14.6 2.8 17.3 0.190.30 0.620.35 0.54

11.30 18.0 15.9 4.7 199.9 125.9 0.831 0.88 15.9 7.2 23.1 0.330.31 1.060.35 0.93

12.30 27.0 9.5 3.0 217.6 133.8 0.816 0.86 23.1 5.4 28.5 0.790.31 2.560.35 2.24

13.30 26.0 10.3 4.0 235.2 141.6 0.800 0.83 21.6 6.1 27.7 0.680.31 2.200.35 1.92

14.30 22.0 9.3 3.1 252.8 149.4 0.785 0.81 17.8 5.2 23.0 0.320.31 1.040.35 0.91

15.30 18.0 7.2 2.0 270.8 157.6 0.770 0.79 14.2 2.6 16.8 0.180.31 0.590.35 0.52

16.23 21.0 12.2 3.9 288.1 165.8 0.757 0.77 16.1 6.4 22.6 0.310.31 1.000.35 0.88

▽

 深度1.0mまで試掘

○:αmax = 350cm/s
2

□:αmax = 400cm/s
2

0 10 20 30 40 50 60

Ｎ 値

0.5 1.0 1.5

安 全 率 　 F L
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２）液状化指数(PL)による液状化危険度の判定 

液状化抵抗率(ＦL)により、ある深さにおける土層の液状化に対する安全率は評価さ

れるが、仮にＦL により液状化すると判定された土層が存在しても、その深さ，層厚，

不透水層の有無等によって、その地点での液状化の程度や構造物に及ぼす影響の程度は

異なると考えられる。これらの影響を総合的に評価しようとの試みの一つがPLである。 

PL(Potential of Liquefaction)とは、次式に示すように、土層ごとに求められたＦL

に重み関数Ｗ(z)を乗じ、深さ方向に積分したものである。 

PL=     W(z)=10－0.5z 

       FL＜1 → F=1－FL 

       FL≧1 → F=0 

上式は地表面（z=0）から地下 20ｍまでの全深度でＦLが完全に 0 の場合には PL=100

となり、逆にこの範囲でＦL≧1 の場合には PL=0 となる。したがって PLは 0 と 100 の間

の数値をとる事となる。ただし、ＦL は深さ方向に連続して求められない場合も多いた

め、一般に次式から PLを求める。 

   PL=  

ここで、Δz は各深さにおいて計算されるＦLと隣接するＦLとの中間深度を層境界と

して細分される土層厚である。なお、既往の地震において液状化地点、非液状化地点の

PL の算出を行い、実際現象と対比を行った結果から、液状化危険度に対して表-5.1.3

に示す判定基準が提案されている。なお、ここに示された液状化発生の可能性に対する

検討は、Ｇs(表層地盤による加速度の増幅率)を算定する場合の適用範囲を確認するた

めに示されるものであり、基礎構造の設計そのものの考え方を示すものではない点に注

意する必要がある(参照:2007 年版 建築物の構造関係技術基準解説書)。 

 

表-5.2.3  PL値と液状化危険度判定基準 

PL=0 液状化危険度はかなり低い。 

0＜PL≦5 液状化危険度は低い。 

5＜PL≦15 液状化危険度は高い。 

15＜PL 液状化危険度は極めて高い。 

（出典：土と基礎 Vol.31,No.4,Ser.No.303,pp39～42「液状化判定指標 FL,PL」木全俊雄） 

20

0
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液状化指数(PL)による液状化の危険度の判定は、液状化の可能性のある終局限界の水

平加速度(αmax＝350～400cm/s2)について行うものとし、その結果の一覧を表-5.2.4

に示す。 

終局限界のαmax＝350～400cm/s2の地震動の場合、PL＝8.2～10.9≦15.0 となり、｢液

状化危険度は高い｣と判定される。 
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３）地表変位(Ｄcy)による液状化の程度の判定 

地表変位(Ｄcy)と液状化の程度は、繰返しせん断応力比(τd/σ’z)と補正Ｎ値(Ｎa)

より、図-5.2.3 に示す補正Ｎ値と繰返しせん断ひずみの関係より、繰返しせん断ひず

みγcyを推定する。 

各層のせん断ひずみが同一方向に発生するものと仮定して、これを鉛直方向に積分し

て振動中の最大水平変位分布とする。この最大水平変位分布を地表変位(Ｄcy)とし、液

状化程度の指標とする。液状化の程度は、Ｄcyの値により表-5.2.5 のように評価する。 

 

図-5.2.3  補正Ｎ値と繰返しせん断ひずみの関係 

[出典]建築基礎構造設計指針(2001 年,日本建築学会) 

 

表-5.2.5  Ｄcy と液状化の程度の関係 

 

 

 

 

 

[出典]建築基礎構造設計指針(2001 年,日本建築学会) 
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地表変位(Ｄcy)および液状化の程度の判定は、液状化の可能性のある終局限界の水平

加速度(αmax＝350～400cm/s2)について行うものとし、その結果の一覧を表-5.2.6 に示

す。 

検討結果より、終局限界を示すαmax＝350～400cm/s2 の地震動の場合、Ｄcy＝6.2～

8.1cm≦10.0cm を示し、液状化の程度としては｢小｣と判定される。 
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5.3  支持層と基礎形式の選定 

調査地に計画されている建物(体育館)の基礎について、土質工学的見地より若干の考

察を延べる。 

一般に、構造物が安全に支持されるためには、地盤の強度と変形の双方を充分考慮し

た設計が必要であり、基礎形式に関わらず、次の条件を同時に満足する必要がある。 

     １）地盤支持力が、計画構造物の設計荷重に対して充分な安全率を有すること。 

     ２）予想される変位量が、計画構造物の構造上･機能上支障のない範囲内であること。 

 

これに対し、調査地では、次の地盤条件を考慮する必要がある。 

(1) 深度 3ｍ程度以浅には、Ｎ値 2～4の緩い砂質土よりなる盛土層(Ｂ)が分布する。 

(2) 盛土層の下位には、Ｎ値 3 の緩い砂質土よりなる耕作土層(Ｆ)が、層厚 2ｍ程

度で分布する。 

(3) 旧表土層の下位には、Ｎ値 6～20 の砂質土を主体とする沖積第 1砂質土層(As1)

が、層厚 3～4ｍ程度で分布する。 

(4) 沖積第 1 砂質土層の下位には、Ｎ値 6 の粘性土よりなる沖積粘性土層(Ac)が、

層厚 1ｍ程度で分布する。 

(5) 沖積粘性土層の下位には、Ｎ値 16～27 の砂質土を主体とする沖積第 2砂質土層

(As2)が、層厚 6ｍ程度で分布する。 

(6) 沖積第 2砂質土層の下位には、Ｎ値 18の礫質土よりなる沖積砂礫層(Ag)が、層

厚 1ｍ程度で分布する。 

(7) 沖積層の下位、深度 16～17ｍ程度以深には、Ｎ値 60 以上と非常に強固な風化

花崗岩(W-Gr)が分布する。 

(8) 地下水位は、深度 3～4ｍ程度に帯水している。 

(9) 孔内水平載荷試験結果より、旧表土層(Ｆ)の変形係数は、Ｅ＝1900kN/ｍ2 を示

した。 

(10) 液状化の検討結果より、大規模な地震動を想定した場合、沖積砂質土層(As1･

As2)や沖積砂礫層(Ag)について、液状化する可能性があるものと判断される。 

(11) ボーリング調査地点の深度 1.0ｍ以浅の試料について、土壌汚染対策法に定めら

れた第 2 種特定有害物質(重金属)の溶出量および含有量の分析行ったところ、

基準値を超過する項目は認められなかった。 
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以上の調査結果から、計画構造物の支持層および基礎形式としては、深度 17ｍ付近以

深に分布するＮ値 60 以上を示す風化花崗岩(W-Gr)を支持層とする杭基礎が適当と思わ

れる。 

杭基礎を採用する場合、施工法は敷地の立地･環境条件から、低振動･低騒音工法の採

用が必要であり、｢埋込み杭｣または｢場所打ち杭｣工法が適当と考えられる。ただし、支

持層となる風化花崗岩(W-Gr)は、風化の程度の不均質性により傾斜や凹凸に富んでいる

可能性があるため、杭長は多少長めに設計し、支持層中に十分貫入させることが必要で

あろう。また、要所にて試験杭を施工するなどして、支持層の分布をより詳細に把握し

ておくのが望ましい。さらに、沖積砂質土層(As1･As2)や沖積砂礫層(Ag)は、崩壊性を有

するものと推定されるため、崩壊を防止する対策が必要となろう。 
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孔内水平載荷試験（Ａ型）結果図

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

ボーリング No.

深 度
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土 質 名
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中 間 半 径
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孔内水平載荷試験（Ａ型）測定データシート

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

ボーリング No.

キャリブレイション名

測 定 日

使用ゴム筒

土 質 名

深 度
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1)ＰGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたＨ－ＰG曲線より求める。

2)ＰSは(ＰG - Ｐ)を求めその最大値とする。 ＰS＝ -8.1 kN/m2

3)Ｐeは次式から求める。Ｐe＝Ｐ＋ＰS－ＰG

廿 日 市 市 筏 津 地 区 公 共 施 設 再 編 事 業 に 関 す る 各 種 調 査 等 業 務 地 盤 調 査

N o . 1

C A L 6 0 M

2019年 7月 1日

φ60mm

玉石混じり粘土質細砂

G L - 4 . 0 0 m

3 / 3 4

飯 田  豊 文

G L - 3 . 7 5 m

G L - 0 . 0 0 m

G L + 1 . 0 0 m

1.1cm

1.0cm

10.0 10.0 1.2 1.4 1.5 1.6 0.2 0.5 1.9 -8.1 -0.0 3.025

20.0 20.0 1.9 2.0 2.3 2.4 0.4 1.3 11.5 -8.5 0.4 3.065

30.0 30.0 2.6 2.8 3.0 3.1 0.3 2.0 19.4 -10.6 2.6 3.100

40.0 40.0 3.4 3.6 3.9 3.9 0.3 2.8 27.8 -12.2 4.1 3.139

50.0 50.0 4.2 4.4 4.6 4.8 0.4 3.7 36.5 -13.5 5.4 3.182

60.0 60.0 5.1 5.3 5.5 5.8 0.5 4.7 45.4 -14.6 6.5 3.230

70.0 70.0 6.0 6.2 6.7 7.1 0.9 6.0 55.4 -14.6 6.5 3.290

80.0 80.0 7.4 7.6 7.8 8.0 0.4 6.9 61.5 -18.5 10.4 3.332

90.0 90.0 8.3 8.5 8.7 8.8 0.3 7.7 66.3 -23.7 15.6 3.368

98.0 100.0 9.1 9.2 9.4 9.6 0.4 8.5 70.7 -27.3 19.2 3.404

108.0 110.0 9.9 10.1 10.2 10.4 0.3 9.3 74.6 -33.4 25.3 3.440

118.0 120.0 10.5 10.6 10.7 10.8 0.2 9.7 76.4 -41.6 33.5 3.457

128.0 130.0 10.9 11.1 11.2 11.3 0.2 10.2 78.6 -49.4 41.3 3.479

138.0 140.0 11.5 11.6 11.6 11.7 0.1 10.6 80.3 -57.7 49.7 3.497

148.0 150.0 11.9 11.9 12.0 12.2 0.3 11.1 82.2 -65.8 57.7 3.519

158.0 160.0 12.3 12.4 12.5 12.6 0.2 11.5 83.7 -74.3 66.2 3.536

168.0 170.0 12.8 12.9 12.9 13.1 0.2 12.0 85.5 -82.5 74.4 3.557

180.0 180.0 13.3 13.4 13.4 13.6 0.2 12.5 87.2 -92.8 84.7 3.579

190.0 190.0 13.8 13.9 13.9 14.1 0.2 13.0 88.9 -101.1 93.1 3.600

198.0 200.0 14.3 14.4 14.4 14.6 0.2 13.5 90.4 -107.6 99.5 3.621

208.0 210.0 14.8 14.9 15.1 15.2 0.3 14.1 92.2 -115.8 107.7 3.646

218.0 220.0 15.4 15.5 15.7 15.8 0.3 14.7 93.9 -124.1 116.0 3.671

228.0 230.0 16.0 16.1 16.3 16.6 0.5 15.5 96.1 -131.9 123.8 3.704

237.0 240.0 16.8 16.8 16.9 17.2 0.4 16.1 97.6 -139.4 131.3 3.729

247.0 250.0 17.4 17.5 17.6 17.9 0.4 16.8 99.3 -147.7 139.6 3.757

260.0 260.0 18.1 18.3 18.4 18.7 0.4 17.6 101.1 -158.9 150.8 3.789

270.0 270.0 18.9 19.1 19.3 19.6 0.5 18.5 103.0 -167.0 158.9 3.825

280.0 280.0 19.8 19.9 20.1 20.5 0.6 19.4 104.7 -175.3 167.2 3.861

288.0 290.0 20.6 20.8 21.0 21.4 0.6 20.3 106.3 -181.7 173.6 3.896

296.0 300.0 21.6 21.7 22.0 22.3 0.6 21.2 107.8 -188.2 180.1 3.931

306.0 310.0 22.6 22.7 23.0 23.5 0.8 22.4 109.6 -196.4 188.3 3.978

318.0 320.0 23.6 23.8 24.1 24.6 0.8 23.5 111.2 -206.8 198.7 4.019

326.0 330.0 24.8 25.0 25.3 25.8 0.8 24.7 112.9 -213.1 205.0 4.065

335.0 340.0 26.0 26.2 26.5 27.1 0.9 26.0 114.7 -220.3 212.2 4.113

345.0 350.0 27.3 27.5 27.9 28.5 1.0 27.4 116.7 -228.3 220.2 4.165

356.0 360.0 28.8 29.0 29.3 29.9 0.9 28.8 118.7 -237.3 229.2 4.215

366.0 370.0 30.3 30.5 30.9 31.5 1.0 30.4 121.1 -244.9 236.8 4.273
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Calibration Curve

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

キャリブレイション名 測 定 者

廿 日 市 市 筏 津 地 区 公 共 施 設 再 編 事 業 に 関 す る 各 種 調 査 等 業 務 地 盤 調 査

C A L 6 0 M 飯 田  豊 文
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62



Calibration Test

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

キャリブレイション名

測 定 日

使用ゴム筒

測 定 者

初期スタンドパイプの水位　Ｈ0

セル水圧 ガ ス 圧 スタンドパイプ水位  Ｈ'(cm) ΔＨ(cm) Ｈ(cm) ＰG ＰG－Ｐ Ｐe ｒ

Ｐ(kN/m2) Ｐ(kN/m2) １５” ３０” ６０” １２０” Ｈ'120 －Ｈ'30 Ｈ'120 －Ｈ0 (kN/m2) (kN/m2) (kN/m2) (cm)

廿 日 市 市 筏 津 地 区 公 共 施 設 再 編 事 業 に 関 す る 各 種 調 査 等 業 務 地 盤 調 査

CAL60M

2019年 7月 1日

φ60mm

飯田 豊文

1.1cm

8.0 10.0 2.1 1.0

17.0 20.0 2.9 1.8

28.0 30.0 4.0 2.9

39.0 40.0 5.1 4.0

49.0 50.0 6.1 5.0

58.0 60.0 7.4 6.3

66.0 70.0 8.7 7.6

75.0 80.0 10.6 9.5

83.0 90.0 12.5 11.4

91.0 100.0 14.9 13.8

100.0 110.0 18.0 16.9

107.0 120.0 21.8 20.7

113.0 130.0 25.9 24.8

120.0 140.0 30.9 29.8

129.0 150.0 36.3 35.2

138.0 160.0 42.5 41.4

149.0 170.0 48.0 46.9

158.0 180.0 53.1 52.0

168.0 190.0 57.5 56.4
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 18日

辻　勉

1-P1

(1.15～1.47m)

2.650

8.5

28.7

57.8

8.8

4.7

33.96

0.8160

9.5

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

1-P2

(2.15～2.49m)

2.656

12.2

26.7

59.1

9.4

4.8

36.86

0.8037

9.5

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

1-P3

(3.15～3.49m)

2.612

21.4

28.6

38.3

23.3

9.8

132.34

0.2701

19

細粒分質礫質砂

(SFG)

1-P4

(4.65～4.95m)

2.627

23.5

47.7

40.9

7.7

3.7

44.27

1.8421

19

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

1-P5

(5.15～5.45m)

2.615

14.3

49.8

42.5

5.0

2.7

22.03

1.9859

19

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

1-P6

(6.15～6.45m)

2.633

11.7

59.3

34.3

4.6

1.8

25.57

2.9483

19

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

5 0 ％ 粒 径 D50

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

％

MN/m2

％
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 18日

辻　勉

1-P7

(7.15～7.45m)

2.638

18.0

20.5

62.3

13.1

4.1

25.06

0.4232

19

細粒分質礫質砂

(SFG)

1-P8

(8.15～8.45m)

2.606

22.9

3.8

22.4

48.5

25.3

-

0.0242

9.5

砂質細粒土

(FS)

1-P9

(9.15～9.45m)

2.623

14.1

33.7

55.8

6.4

4.1

22.43

0.9826

19

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

1-P10

(10.15～10.45m)

2.641

12.1

46.1

46.6

5.1

2.2

17.79

1.7282

19

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

1-P11

(11.15～11.45m)

2.628

11.2

37.5

46.6

11.2

4.7

66.21

1.0759

19

細粒分質礫質砂

(SFG)

1-P12

(12.15～12.45m)

2.626

10.0

42.2

48.3

6.5

3.0

25.46

1.4905

19

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

5 0 ％ 粒 径 D50

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

％

MN/m2

％

65



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 18日

辻　勉

1-P13

(13.15～13.45m)

2.612

12.2

37.4

52.3

6.3

4.0

25.36

1.1183

19

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

1-P14

(14.15～14.45m)

2.628

13.8

37.5

53.2

6.2

3.1

21.29

1.3225

9.5

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

1-P15

(15.15～15.45m)

2.629

11.8

52.9

39.9

5.2

2.0

21.64

2.2616

19

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

1-P16

(16.15～16.30m)

2.609

13.2

39.9

47.9

8.3

3.9

39.95

1.3759

19

細粒分まじり

(SG-F)

礫質砂

5 0 ％ 粒 径 D50

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

mm

％

MN/m2

％
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 18日

辻　勉

1-P1

(1.15～1.47m)

28.7

57.8

13.5

8.8

4.7

9.5

33.96

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

○

1-P2

(2.15～2.49m)

26.7

59.1

14.2

9.4

4.8

9.5

36.86

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

◎

1-P3

(3.15～3.49m)

28.6

38.3

33.1

23.3

9.8

19

132.34

細粒分質礫質砂

(SFG)

●

1-P4

(4.65～4.95m)

47.7

40.9

11.4

7.7

3.7

19

44.27

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

△

1-P5

(5.15～5.45m)

49.8

42.5

7.7

5.0

2.7

19

22.03

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

▲

1-P6

(6.15～6.45m)

59.3

34.3

6.4

4.6

1.8

19

25.57

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

□
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（
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（
％
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粒
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（
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（
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）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○◎

●

△
▲□
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 18日

辻　勉

1-P7

(7.15～7.45m)

20.5

62.3

17.2

13.1

4.1

19

25.06

細粒分質礫質砂

(SFG)

○

1-P8

(8.15～8.45m)

3.8

22.4

73.8

48.5

25.3

9.5

-

砂質細粒土

(FS)

◎

1-P9

(9.15～9.45m)

33.7

55.8

10.5

6.4

4.1

19

22.43

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

●

1-P10

(10.15～10.45m)

46.1

46.6

7.3

5.1

2.2

19

17.79

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

△

1-P11

(11.15～11.45m)

37.5

46.6

15.9

11.2

4.7

19

66.21

細粒分質礫質砂

(SFG)

▲

1-P12

(12.15～12.45m)

42.2

48.3

9.5

6.5

3.0

19

25.46

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

□
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礫
　
分
（
2～

75
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）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎

●
△

▲

□
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 18日

辻　勉

1-P13

(13.15～13.45m)

37.4

52.3

10.3

6.3

4.0

19

25.36

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

○

1-P14

(14.15～14.45m)

37.5

53.2

9.3

6.2

3.1

9.5

21.29

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)

◎

1-P15

(15.15～15.45m)

52.9

39.9

7.2

5.2

2.0

19

21.64

細粒分まじり砂質礫

(GS-F)

●

1-P16

(16.15～16.30m)

39.9

47.9

12.2

8.3

3.9

19

39.95

細粒分まじり

礫質砂

(SG-F)
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）
（
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） 細

粒
分
（
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満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P1 (1.15～1.47m)

115

152.928

24.0

0.99730

139.133

22.150

22.150

2.644

116

164.473

24.0

0.99730

150.686

22.066

22.066

2.658

2.650

117

163.037

24.0

0.99730

149.154

22.265

22.265

2.649

1-P2 (2.15～2.49m)

118

166.246

24.0

0.99730

149.871

26.233

26.233

2.654

119

166.724

24.0

0.99730

150.471

25.996

25.996

2.661

2.656

120

168.121

24.0

0.99730

151.834

26.103

26.103

2.652

1-P3 (3.15～3.49m)

121

162.372

24.0

0.99730

145.928

26.620

26.620

2.609

122

167.714

24.0

0.99730

151.297

26.519

26.519

2.618

2.612

123

164.519

24.0

0.99730

148.219

26.386

26.386

2.609

1-P4 (4.65～4.95m)

124

177.817

24.0

0.99730

160.874

27.330

27.330

2.624

125

170.410

24.0

0.99730

153.586

27.124

27.124

2.626

2.627

126

167.066

24.0

0.99730

150.440

26.777

26.777

2.631

1-P5 (5.15～5.45m)

127

156.669

24.0

0.99730

141.802

24.009

24.009

2.619

128

160.734

24.0

0.99730

145.861

24.030

24.030

2.617

2.615

129

164.389

24.0

0.99730

149.589

23.964

23.964

2.608

1-P6 (6.15～6.45m)

130

166.244

24.0

0.99730

149.938

26.250

26.250

2.633

131

170.406

24.0

0.99730

154.329

25.928

25.928

2.625

2.633

132

171.952

24.0

0.99730

155.878

25.835

25.835

2.640

70



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P7 (7.15～7.45m)

133

166.550

24.0

0.99730

150.593

25.686

25.686

2.633

134

167.913

24.0

0.99730

151.825

25.850

25.850

2.641

2.638

135

177.351

24.0

0.99730

161.303

25.786

25.786

2.641

1-P8 (8.15～8.45m)

136

155.240

24.0

0.99730

145.428

15.884

15.884

2.609

137

156.295

24.0

0.99730

146.391

16.060

16.060

2.602

2.606

138

158.265

24.0

0.99730

148.144

16.387

16.387

2.608

1-P9 (9.15～9.45m)

139

166.403

24.0

0.99730

150.076

26.411

26.411

2.612

140

164.879

24.0

0.99730

148.429

26.529

26.529

2.625

2.623

141

166.316

24.0

0.99730

149.898

26.434

26.434

2.632

1-P10 (10.15～10.45m)

142

167.878

24.0

0.99730

151.537

26.255

26.255

2.641

143

164.195

24.0

0.99730

147.839

26.286

26.286

2.640

2.641

144

170.546

24.0

0.99730

153.839

26.831

26.831

2.643

1-P11 (11.15～11.45m)

145

167.022

24.0

0.99730

150.708

26.328

26.328

2.622

146

167.983

24.0

0.99730

151.409

26.673

26.673

2.634

2.628

147

166.553

24.0

0.99730

149.964

26.741

26.741

2.627

1-P12 (12.15～12.45m)

148

164.174

24.0

0.99730

147.690

26.603

26.603

2.622

149

166.256

24.0

0.99730

149.943

26.296

26.296

2.627

2.626

150

165.912

24.0

0.99730

149.760

26.018

26.018

2.630

71



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P13 (13.15～13.45m)

151

169.560

24.0

0.99730

154.254

24.800

24.800

2.605

152

165.998

24.0

0.99730

150.564

24.938

24.938

2.617

2.612

153

165.979

24.0

0.99730

150.483

25.057

25.057

2.614

1-P14 (14.15～14.45m)

154

167.130

24.0

0.99730

150.557

26.702

26.702

2.629

155

166.504

24.0

0.99730

150.084

26.419

26.419

2.635

2.628

156

166.118

24.0

0.99730

149.976

26.064

26.064

2.620

1-P15 (15.15～15.45m)

157

165.747

24.0

0.99730

149.148

26.726

26.726

2.632

158

161.649

24.0

0.99730

145.265

26.441

26.441

2.622

2.629

159

165.806

24.0

0.99730

149.452

26.325

26.325

2.633

1-P16 (16.15～16.30m)

160

166.844

24.0

0.99730

150.369

26.664

26.664

2.610

161

166.381

24.0

0.99730

149.989

26.504

26.504

2.614

2.609

162

166.399

24.0

0.99730

149.734

27.015

27.015

2.603

72



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1
土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

桑野　浩

8.5

1-P1 (1.15～1.47m)

532

38.89

36.76

11.35

8.4

893

31.63

29.66

6.51

8.5

256

36.54

34.20

7.17

8.7

12.2

1-P2 (2.15～2.49m)

476

31.44

29.28

11.97

12.5

4264

31.94

29.72

10.72

11.7

243

28.98

26.57

7.23

12.5

21.4

1-P3 (3.15～3.49m)

4363

31.89

28.32

12.02

21.9

4249

31.41

27.78

11.08

21.7

4111

33.51

29.86

12.03

20.5

23.5

1-P4 (4.65～4.95m)

4686

37.75

32.85

10.60

22.0

4542

39.90

34.26

10.55

23.8

4756

48.62

41.05

10.25

24.6

14.3

1-P5 (5.15～5.45m)

4372

35.65

32.57

10.97

14.3

253

36.60

32.89

7.11

14.4

4040

41.14

37.36

10.82

14.2

11.7

1-P6 (6.15～6.45m)

4194

45.56

41.73

12.01

12.9

44

44.01

40.31

6.82

11.0

4259

44.02

40.71

10.89

11.1

18.0

1-P7 (7.15～7.45m)

4835

49.35

43.35

10.51

18.3

4184

46.73

40.83

11.05

19.8

60

47.50

41.90

6.81

16.0

22.9

1-P8 (8.15～8.45m)

270

31.94

27.57

7.09

21.3

141

50.98

43.27

11.30

24.1

483

55.75

47.53

12.05

23.2

14.1

1-P9 (9.15～9.45m)

4339

50.10

45.17

11.02

14.4

4594

50.53

45.67

10.18

13.7

4591

38.12

34.67

10.26

14.1

12.1

1-P10 (10.15～10.45m)

846

51.45

46.79

6.48

11.6

4107

50.71

46.64

11.98

11.7

159

44.35

40.54

11.34

13.0

73



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1
土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

桑野　浩

11.2

1-P11 (11.15～11.45m)

470

46.17

42.67

11.87

11.4

4689

41.90

38.72

10.21

11.2

525

44.47

41.28

11.97

10.9

10.0

1-P12 (12.15～12.45m)

4664

49.68

45.94

10.49

10.6

21

50.23

46.46

7.73

9.7

4051

48.80

45.44

11.00

9.8

12.2

1-P13 (13.15～13.45m)

4740

51.99

47.55

10.41

12.0

899

45.32

41.31

6.49

11.5

180

45.45

41.48

11.41

13.2

13.8

1-P14 (14.15～14.45m)

4658

53.12

47.83

10.22

14.1

764

45.10

40.86

6.86

12.5

4852

54.70

49.03

10.34

14.7

11.8

1-P15 (15.15～15.45m)

4636

58.20

52.83

10.15

12.6

472

43.63

40.35

11.52

11.4

4269

43.75

40.36

10.75

11.4

13.2

1-P16 (16.15～16.30m)

4832

42.11

38.34

10.12

13.4

139

45.22

41.39

11.39

12.8

720

42.94

38.75

7.20

13.3

74



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P1

(1.15～1.47m)

100.0

90.3

71.3

51.0

36.0

26.7

16.0

13.5

0.0556 12.0

0.0395 10.3

0.0251 8.6

0.0146 6.9

0.0104 6.0

0.0073 5.2

0.0037 4.3

0.0015 3.4

1-P2

(2.15～2.49m)

100.0

93.9

73.3

51.4

36.0

26.4

16.8

14.2

0.0543 12.4

0.0386 10.7

0.0245 8.9

0.0143 7.1

0.0101 6.2

0.0072 5.3

0.0036 4.4

0.0015 3.6

1-P1

(1.15～1.47m)

0.0

9.7

19.0

20.3

24.3

13.2

8.8

4.7

71.3

36.0

13.5

9.5

1.2533

0.8160

0.3064

0.0369

33.96

2.03

2.650

-

0.1551

4.78×10-5

1-P2

(2.15～2.49m)

0.0

6.1

20.6

21.9

25.0

12.2

9.4

4.8

73.3

36.0

14.2

9.5

1.2090

0.8037

0.3111

0.0328

36.86

2.44

2.656

-

0.1502

4.46×10-5

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P1
1-P2

75



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P3

(3.15～3.49m)

100.0

82.7

78.7

71.4

62.1

54.8

49.1

36.8

33.1

0.0528 29.3

0.0378 25.5

0.0243 20.8

0.0142 16.1

0.0101 13.2

0.0072 11.3

0.0036 8.5

0.0015 5.7

1-P4

(4.65～4.95m)

100.0

83.4

72.7

52.3

32.2

23.6

18.4

12.9

11.4

0.0564 9.7

0.0400 8.6

0.0254 7.6

0.0147 6.5

0.0104 5.4

0.0074 4.3

0.0037 3.2

0.0015 2.2

1-P3

(3.15～3.49m)

0.0

21.3

7.3

9.3

13.0

16.0

23.3

9.8

71.4

54.8

33.1

19

0.7014

0.2701

0.0564

0.0053

132.34

0.86

2.612

-

0.0224

5.08×10-7

1-P4

(4.65～4.95m)

0.0

27.3

20.4

20.1

13.8

7.0

7.7

3.7

52.3

23.6

11.4

19

2.6874

1.8421

0.7396

0.0607

44.27

3.35

2.627

-

0.2975

2.16×10-4

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P3
1-P4

76



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P5

(5.15～5.45m)

100.0

87.9

76.1

50.2

32.8

23.2

16.7

9.2

7.7

0.0565 7.1

0.0401 6.2

0.0254 5.3

0.0147 4.4

0.0104 3.5

0.0074 2.7

0.0037 2.7

0.0015 1.8

1-P6

(6.15～6.45m)

100.0

73.9

60.9

40.7

25.7

17.5

12.7

7.5

6.4

0.0568 5.3

0.0403 4.4

0.0256 3.5

0.0148 2.7

0.0105 2.7

0.0074 1.8

0.0037 1.8

0.0015 1.8

1-P5

(5.15～5.45m)

0.0

23.9

25.9

17.4

16.1

9.0

5.0

2.7

50.2

23.2

7.7

19

2.7647

1.9859

0.7046

0.1255

22.03

1.43

2.615

-

0.3299

2.80×10-4

1-P6

(6.15～6.45m)

0.0

39.1

20.2

15.0

13.0

6.3

4.6

1.8

40.7

17.5

6.4

19

4.5620

2.9483

1.1386

0.1784

25.57

1.59

2.633

-

0.5392

8.87×10-4

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P5
1-P6

77



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P7

(7.15～7.45m)

100.0

98.4

90.4

79.5

63.4

50.1

38.1

20.5

17.2

0.0553 14.9

0.0394 12.1

0.0251 9.3

0.0146 6.5

0.0104 5.6

0.0074 4.7

0.0037 3.7

0.0015 2.8

1-P8

(8.15～8.45m)

100.0

99.0

96.2

91.6

88.4

85.1

77.9

73.8

0.0486 65.5

0.0351 58.3

0.0228 48.8

0.0135 39.3

0.0097 33.3

0.0070 28.6

0.0035 22.6

0.0015 16.7

1-P7

(7.15～7.45m)

0.0

9.6

10.9

16.1

25.3

20.9

13.1

4.1

79.5

50.1

17.2

19

0.7118

0.4232

0.1776

0.0284

25.06

1.56

2.638

-

0.1015

1.81×10-5

1-P8

(8.15～8.45m)

0.0

1.0

2.8

4.6

6.5

11.3

48.5

25.3

96.2

88.4

73.8

9.5

0.0380

0.0242

0.0078

-

-

-

2.606

-

0.0025

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P7
1-P8

78



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P9

(9.15～9.45m)

100.0

96.0

86.2

66.3

46.9

31.5

20.1

12.2

10.5

0.0562 9.2

0.0399 8.2

0.0253 7.3

0.0146 6.4

0.0104 5.5

0.0074 4.6

0.0037 3.7

0.0015 2.7

1-P10

(10.15～10.45m)

100.0

97.8

79.9

53.9

33.5

21.6

15.2

8.7

7.3

0.0565 7.2

0.0401 6.3

0.0254 5.4

0.0147 4.5

0.0104 3.6

0.0074 2.7

0.0037 1.8

0.0015 0.9

1-P9

(9.15～9.45m)

0.0

13.8

19.9

19.4

26.8

9.6

6.4

4.1

66.3

31.5

10.5

19

1.5322

0.9826

0.3999

0.0683

22.43

1.53

2.623

-

0.2485

1.38×10-4

1-P10

(10.15～10.45m)

0.0

20.1

26.0

20.4

18.3

7.9

5.1

2.2

53.9

21.6

7.3

19

2.5099

1.7282

0.7116

0.1411

17.79

1.43

2.641

-

0.3779

3.93×10-4

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P9
1-P10

79



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P11

(11.15～11.45m)

100.0

98.6

82.2

62.5

45.6

34.2

26.0

17.9

15.9

0.0553 14.0

0.0393 12.2

0.0251 9.6

0.0146 7.0

0.0104 6.1

0.0073 5.2

0.0037 4.4

0.0015 3.5

1-P12

(12.15～12.45m)

100.0

94.0

80.9

57.8

37.2

25.5

18.9

11.4

9.5

0.0562 8.8

0.0400 7.1

0.0254 6.2

0.0147 5.3

0.0104 4.4

0.0074 3.5

0.0037 2.6

0.0015 1.8

1-P11

(11.15～11.45m)

0.0

17.8

19.7

16.9

19.6

10.1

11.2

4.7

62.5

34.2

15.9

19

1.7744

1.0759

0.3282

0.0268

66.21

2.27

2.628

-

0.1426

3.97×10-5

1-P12

(12.15～12.45m)

0.0

19.1

23.1

20.6

18.3

9.4

6.5

3.0

57.8

25.5

9.5

19

2.1693

1.4905

0.5719

0.0852

25.46

1.77

2.626

-

0.2763

1.82×10-4

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P11
1-P12

80



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P13

(13.15～13.45m)

100.0

97.3

84.2

62.6

44.5

31.0

21.2

12.2

10.3

0.0562 9.1

0.0399 8.2

0.0253 7.3

0.0146 6.3

0.0104 5.4

0.0074 4.5

0.0037 3.6

0.0015 2.7

1-P14

(14.15～14.45m)

100.0

89.4

62.5

38.7

24.4

16.9

10.7

9.3

0.0564 8.0

0.0400 7.1

0.0254 6.3

0.0147 5.4

0.0104 4.5

0.0074 3.6

0.0037 2.7

0.0015 1.8

1-P13

(13.15～13.45m)

0.0

15.8

21.6

18.1

23.3

10.9

6.3

4.0

62.6

31.0

10.3

19

1.7905

1.1183

0.4052

0.0706

25.36

1.30

2.612

-

0.2311

1.21×10-4

1-P14

(14.15～14.45m)

0.0

10.6

26.9

23.8

21.8

7.6

6.2

3.1

62.5

24.4

9.3

9.5

1.8546

1.3225

0.5740

0.0871

21.29

2.04

2.628

-

0.3198

2.60×10-4

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P13
1-P14

81



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

透 水 係 数 m/s

廿日市市筏津地区公共施設再編事業に関する各種調査等業務地盤調査  2019年 7月 11日

飯島　かおる

1-P15

(15.15～15.45m)

100.0

95.8

73.5

47.1

30.6

20.7

14.2

8.5

7.2

0.0565 6.6

0.0401 5.7

0.0254 4.9

0.0147 4.1

0.0104 3.3

0.0074 2.5

0.0037 1.6

0.0015 1.6

1-P16

(16.15～16.30m)

100.0

96.3

86.8

60.1

39.8

28.3

21.4

13.8

12.2

0.0559 10.6

0.0398 8.9

0.0253 7.1

0.0146 6.2

0.0104 5.3

0.0074 4.4

0.0037 3.5

0.0015 2.7

1-P15

(15.15～15.45m)

0.0

26.5

26.4

16.5

16.4

7.0

5.2

2.0

47.1

20.7

7.2

19

3.2488

2.2616

0.8198

0.1501

21.64

1.38

2.629

-

0.4043

4.61×10-4

1-P16

(16.15～16.30m)

0.0

13.2

26.7

20.3

18.4

9.2

8.3

3.9

60.1

28.3

12.2

19

1.9936

1.3759

0.4775

0.0499

39.95

2.29

2.609

-

0.2226

1.12×10-4

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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100

粒径加積曲線

1-P15
1-P16

82
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標 高 基 準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

K.B.M(測量鋲 S－6) 

T.P.+5.262m 
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Bor.No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          調 査 前                   調 査 後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機械搬入仮設状況                   試掘状況(GL‐1.0ｍ) 
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Bor.No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全   景                掘進状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準貫入試験状況 
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Bor.No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 孔内水平載荷試験ゾンデ挿入状況         孔内水平載荷試験状況 

     (GL－4.00ｍ)                (GL－4.00ｍ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残   尺               検   尺 
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標準貫入試験試料写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     GL－1.15～1.47m            GL－2.15～2.49m 

      N 値=2/32(1/18,1/14)             N 値=4/34(1/12,1/18,2/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      GL－3.15～3.49m            GL－4.65～4.95m 

    N 値=3/34(1/16,1/10,1/8)          N 値=6/30(1/12,2/8,3) 
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標準貫入試験試料写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     GL－5.15～5.45m             GL－6.15～6.45m 

       N 値=12/30(4,4,4)                N 値=15/30(5,5,5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      GL－7.15～7.45m             GL－8.15～8.45m 

       N 値=20/30(5,7,8)              N 値=6/30(2,2,2) 
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標準貫入試験試料写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     GL－9.15～9.46m           GL－10.15～10.45m 

       N 値=20/30(6,7,7)              N 値=16/30(6,5,5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     GL－11.15～11.45m            GL－12.15～12.45m 

     N 値=18/30(5,6,7)                 N 値=27/30(8,10,9) 
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標準貫入試験試料写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    GL－13.15～13.45m           GL－14.15～14.45m 

      N 値=26/30(7,9,10)               N 値=22/30(6,8,8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     GL－15.15～15.45m           GL－16.15～16.45m 

     N 値=18/30(6,4,8)             N 値=37/30(7,11, 19) 
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標準貫入試験試料写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    GL－17.05～17.18m              GL－18.05～18.11m 

     N 値=60/13(40,20/3)                N 値=60/6(60/6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    GL－19.00～19.03m              GL－20.00～20.02m 

      N 値=60/3(60/3)                 N 値=60/2(60/2) 
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室 内 土 質 試 験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土粒子の密度試験             土の含水比試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土の粒度試験（ふるい分析）        土の粒度試験（沈降分析）   
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